


地球環境科学専攻地球史学講座
Chronology & Natural History 

研究テーマ：応用地質学～自然に学ぶ物質移動現象～吉田英一
Theme: Engineering Geology Hidekazu YOSHIDA 

地球表層での岩石（鉱物）と水（地下水）との相互作用と、 それに伴う物質（元素）移動の
研究を行っています。 地球上の現象は、 すべて物質移動によって生じると言っても過言ではあ
りません。 例えば、 その現象の 1 つに地層中で形成・保存される球状コンクリーションがあり
ます。 このような自然現象に学び、 そのメカニズムを工学的に応用することを試みています。

dora@num.nagoya-u.ac.jp 

http://www.num.nagoya-u.ac.jp/ 





地球環境科学専攻地球史学講座
Chronology & Natural History (Institute for Space-Earth Environmental Research) 

地球化学・地球年代学
Geochemistry & Geochronology 

AMS (Accelerator Mass Spectrometry) TIMS (Thermal Ionization Mass Spectrometry) 

南雅代
Masaya MINAMI 

Drip water 

Palaeoclimate 
reconstruction 

Dating & 
Dietary analysis 

[ 14c年代測定
＿

Radiocarbon dating ] 

同位体地球化学 Isotope geochemistry 

考古遺物の 14C 年代測定・起源解析
全国地質Sr同位体比マッピング

石筍や永久凍土を用いた古環境復元

87Sr/86Sr geochemical map 

地球化学図

化学分析法
の開発

httos://www.nendai.naaova-u.ac.io/index.html 

https://www.nendai.nagoya-u.ac.jp/index.html




地球環境科学専攻地球史学講座
Chronology & Natural History 

研究テーマ：テクトニクス，その他

Theme: Tectonics and others 

束田和弘
Kazuhiro TSU KADA 

・ ユーラシア大陸形成論
・ペルム紀のシベリア大陸の古緯度
•南極から見たゴンドワナ大陸の形成と分裂
•西南日本内帯の構造発達史
•前期古生代放散虫生層序
・ シルル ・ デボン紀床板サンゴの生層序
． “石器の起源” に関する研究

フィ ー ルド調査を中心に ， テクトニクス ， 構造地質学 ， 岩石化学 ， U-Pb年代 ，

古生物学古地磁気学 ， 考古学など ， 幅広い分野を扱っています ．

南地質調査（ゴンドワナ大陸の形成と分裂）

tsu kada@n u m.nagoya-u.ac.jp 
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http://www.num.nagoya-u.ac.jp/


地球環境科学専攻地球史学講座
Chronology & Natural History 

研究テ ー マ：植物の生態と分類
Theme: Plant Ecology & Taxonomy 

繁殖干渉の研究
植物の謎の分布

棲み分け

外来種問題

繁殖をめぐる種間相互作用を解明

西田佐知子
Sachiko Nishida 

クスノキ科などを

クチクラ形質で比較・分類

熱帯植物の分類学
HP: http://www.num.nagoya-u.ac.jp mail: nishida@num.nagoya-u.ac.jp 

http://www.num.nagoya-u.ac.jp


地球環境科学専攻地史学講座
Chronology & Natural/Cultural History 

研究テーマ 人類進化と農耕起源の先史考古学
Theme Prehistoric archaeology of human evoj面onand the origins of agriculture 

人類史上画期的な石器モiの道具から人類史をたどる—
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西アジアとアフリカの

考古資料（主に石器）
を用いて人類進化史
の記述と説明を行う。

コ ーカサス最古の農
村遺跡（約8千年前）
の発掘調査を通した、

農耕拡散プロセスの
研究 。

http://www.num.nagoya-u.ac.jp 

http://www.num.nagoya-u.ac.jp


地球環境科学専攻地球史学講座
Chronology & Natural History 

藤原慎 一研究テーマ：脊椎動物の機能形態学
Theme: Functional morphology of tetra pods Shin-ichi FU」IWARA

・ 骨格形態と運動機能の関係

・絶滅四肢動物の姿勢復元
・運動機能の進化

特定の運動に対して動物の骨格がどれ
だけ適応しているかを探っています。

"i—

白亜紀の恐竜トリケラトプスの前肢の筋骨格系モデルと、姿勢復元

く研究対象＞
主に四肢動物の胸

郭•前肢の運動機能を
対 象としておりま す
が、部位や分類群は広
く扱っています。

＜手法＞

「応力解析」
「モ ーメントアーム」

「比較形態」

http://www.num.nagoya-u.ac.jp/ 

sifjwr@num.nagoya-u.ac.jp 

現生動物の骨のカタチ

と運動機能の関係を明
らかにする。

http://www.num.nagoya-u.ac.jp/
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